
日
本
歯
科
医
史
学
会
は
、
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
二
月
七
日
午
後
六
時
か
ら
湯
島
会
館
（
現
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）
で
発
起
人
会
を
開
き
、

そ
の
席
上
で
「
歯
学
史
集
談
会
」
発
足
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
第
一
回
歯
学
史
集
談
会
が
、
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
一
月
二
八

日
午
後
二
時
か
ら
日
本
大
学
歯
学
部
大
学
院
小
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
歯
学
史
集
談
会
は
、
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
○
）
四
月
か
ら
「
歯
学

史
研
究
会
」
と
改
め
ら
れ
、
さ
ら
に
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
四
月
「
日
本
歯
科
医
史
学
会
」
と
改
称
さ
れ
た
。
翌
四
九
年
（
一
九
七
四
）
一
月

二
六
日
付
で
、
日
本
歯
科
医
学
会
の
第
一
三
分
科
会
と
し
て
公
認
さ
れ
、
全
国
的
な
学
会
と
な
っ
た
。

な
お
、
昭
和
四
三
年
に
第
六
九
回
日
本
医
史
学
会
総
会
が
蒲
原
宏
先
生
が
会
長
で
新
潟
で
行
わ
れ
た
時
今
田
先
生
は
第
七
○
回
の
日
本
医
史

学
会
総
会
を
発
足
ま
も
な
い
歯
学
史
集
談
会
が
主
催
し
、
第
七
○
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
日
本
医
学
会
第
一
分
科
会
）
、
第
二
回
蘭
学
資
料
研

究
大
会
、
第
二
回
歯
学
史
集
談
会
総
会
の
合
同
学
会
が
、
会
長
鈴
木
勝
、
副
会
長
今
田
見
信
、
準
備
委
員
長
谷
津
三
雄
で
昭
和
四
四
年
五
月
二

三
’
二
五
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
行
う
こ
と
を
決
定
し
て
き
た
。

準
備
室
を
日
本
大
学
歯
学
部
長
室
に
お
き
、
日
本
大
学
歯
学
部
大
学
院
大
講
堂
を
会
場
と
し
、
し
か
も
当
時
な
お
学
園
紛
争
の
後
遺
症
が
継

続
す
る
な
か
で
、
三
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
今
田
見
信
先
生
追
悼
号
（
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
灸
誌
』
、
第
五
巻
第
三

号
、
一
九
七
七
年
一
二
月
号
）
の
小
川
鼎
三
先
生
の
言
葉
の
中
に
「
今
も
濃
い
印
象
が
残
り
ま
す
の
は
昭
和
四
四
年
の
七
○
回
総
会
を
会
長
鈴
木

会
長
講
演

日
本
歯
科
医
史
学
会
二
○
周
年
の
歩
み

谷
津
三
雄

′ハ、
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勝
氏
、
副
会
長
今
田
見
信
氏
の
も
と
で
日
本
大
学
歯
学
部
の
大
学
院
講
堂
に
て
開
い
た
と
き
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
学
生
運
動
の
激
し
い
と
き

で
会
場
の
近
く
で
騒
動
が
お
き
ま
し
た
が
、
主
宰
者
が
わ
の
御
尽
力
で
一
糸
も
乱
れ
ず
成
功
裡
に
総
会
を
終
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
の
一
文

よ
り
準
備
委
員
長
を
し
た
当
時
が
大
変
懐
か
し
く
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
合
同
学
会
会
費
は
三
○
○
円
（
三
日
間
有
効
）
、
懇
親
会
費

一
五
○
○
円
で
、
正
に
今
昔
の
感
が
深
い
。

機
関
誌
の
発
行

そ
れ
に
伴
い
機
関
誌
も
、
、

史
学
會
々
誌
Ｑ
ｏ
昌
旨
三
・
国
一
、

八
月
に
発
刊
さ
れ
た
。
誌
名
吟

通
巻
第
六
号
と
な
っ
た
。
さ
《

一
号
、
通
巻
六
六
号
で
あ
る
。

学
術
大
会
（
総
会
）
の
開

科
歯
科
大
学
で
行
わ
れ
た
。
一
般
崔

歯
の
進
化
」
東
大
教
授
植
原
和
郎
。

第
二
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
四
九
年
度
学
術
大
会
）
は
、
昭
和
四
九
年
五
月
二
六
日
に
、
会
長
は
栖
原
六
郎
教
授
で
、
日
本
大
学

松
戸
歯
科
大
学
（
現
松
戸
歯
学
部
）
で
行
わ
れ
た
。
一
般
演
題
数
一
○
．
会
長
講
演
「
わ
が
国
に
お
け
る
口
腔
生
理
学
の
あ
ゆ
み
」
栖
原
六
郎
。

第
三
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
五
○
年
度
学
術
大
会
）
は
、
昭
和
五
○
年
一
○
月
一
九
日
に
、
会
長
は
小
野
尊
睦
教
授
で
、
京
都
大

学
で
行
，
わ
れ
た
。
一
般
演
題
数
一
五
。
会
長
講
演
「
病
巣
感
染
論
の
史
的
変
遷
」
小
野
尊
睦
。
特
別
講
演
「
医
学
史
を
考
え
る
」
大
阪
大
学
助

五
○
○
円
で
、
正
に
今
辻

機
関
誌
の
発
行

こ
れ
ま
で
の
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
学
術
大
会
）
の
会
長
、
会
場
、
開
催
年
月
日
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
四
八
年
度
学
術
大
会
）
は
、
昭
和
四
八
年
一
○
月
二
七
日
に
、
会
長
は
山
田
平
太
理
事
で
、
東
京
医

歯
科
大
学
で
行
わ
れ
た
。
一
般
演
題
数
一
八
。
会
長
講
演
「
口
中
科
の
歯
冠
修
復
術
に
つ
い
て
」
山
田
平
太
。
特
別
講
演
「
人
類
に
お
け
る

も
、
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
二
月
創
刊
の
『
歯
学
史
研
究
（
の
言
』
旨
９
国
切
さ
愚
の
［
）
の
冒
言
号
）
』
か
ら
『
日
本
歯
科
医

。
寓
言
旨
〕
自
曾
：
ご
旦
胃
旨
旦
霞
い
さ
昼
）
』
と
改
称
さ
れ
た
。
そ
の
第
一
巻
第
一
号
が
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）

誌
名
は
改
め
ら
れ
た
が
、
創
刊
の
『
歯
学
史
研
究
』
以
来
の
通
巻
号
数
を
添
え
る
こ
と
に
し
、
こ
の
第
一
巻
第
一
号
は

。
さ
ら
に
、
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）
よ
り
年
四
回
発
行
し
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
一
○
月
発
行
は
第
一
八
巻
第

の
開
催
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第
八
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
五
五
年
度
学
術
大
会
、
会
長
》
鈴
木
勝
教
授
）
は
、
第
八
一
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
理
事
長
《
小
川
鼎

三
教
授
）
と
第
二
五
回
日
本
薬
史
学
会
総
会
（
会
長
“
木
村
雄
四
郎
博
士
）
と
同
時
開
催
で
あ
っ
た
。
こ
の
医
歯
薬
学
史
合
同
総
会
（
学
術
大
会
）

を
第
八
一
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
会
長
《
鈴
木
勝
日
本
歯
科
医
史
学
会
理
事
長
、
副
会
長
《
谷
津
三
雄
）
と
呼
称
し
、
日
本
大
学
歯
学
部
大
学
院
講

堂
を
会
場
と
し
て
、
昭
和
五
五
年
一
○
月
二
日
（
土
）
、
三
一
日
（
日
）
の
両
日
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
本
で
最
初
の
医
歯
薬
学
史
合
同
総
会
（
学
術
大
会
）
で
は
、
日
本
医
史
学
会
か
ら
古
川
明
博
士
が
「
医
学
、
歯
学
、
薬
学
の
シ
ン
ボ
ル

札
・
看
板
」
谷
津
三
雄
。

第
六
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
五
二
一
年
度
学
術
大
会
）
は
、
昭
和
五
三
年
九
月
三
○
日
に
、
会
長
は
石
川
堯
雄
教
授
で
、
鶴
見
大
学

で
行
わ
れ
た
。
一
般
演
題
数
一
七
。
特
別
講
演
Ｉ
「
正
法
眼
蔵
の
衛
生
思
想
ｌ
特
に
口
腔
衛
生
に
つ
い
て
ｌ
」
鶴
見
大
学
歯
学
部
長
石
川
堯

雄
。
特
別
講
演
Ⅱ
「
曲
独
楽
・
宗
家
松
井
源
水
と
歯
科
ｌ
浅
草
寺
一
三
五
○
年
に
因
ん
で
ｌ
」
鶴
見
大
学
歯
学
部
教
授
松
井
隆
弘
。
シ
ン
栂
一
ざ
ン

ゥ
ム
「
歯
学
教
育
に
お
け
る
歯
学
史
の
教
授
内
容
」
司
会
”
鶴
見
大
学
歯
学
部
・
中
沢
勇
。

第
七
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
五
四
年
度
学
術
大
会
）
は
、
昭
和
五
四
年
一
○
月
二
○
日
に
、
会
長
は
新
国
俊
彦
教
授
で
、
日
本
大

学
歯
学
部
で
行
わ
れ
た
。
一
般
演
題
数
一
九
。
会
長
講
演
「
佐
藤
運
雄
と
そ
の
著
書
」
新
国
俊
彦
。
特
別
講
演
「
歯
柔
が
き
の
う
ゞ
ヘ
ル
考
と
引

で
行
わ
れ
た
。
一
般
演
題
数
一

生
を
偲
ん
で
」
に
変
更
し
た
。

第
四
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
五
一
年
度
学
術
大
会
）
は
、
昭
和
五
一
年
五
月
二
三
日
に
、
会
長
は
関
根
永
滋
教
授
で
、
東
京
歯
科

大
学
で
行
わ
‐
れ
た
。
一
般
演
題
数
一
五
。
特
別
講
演
「
鋳
造
の
歴
史
」
東
京
歯
科
大
学
理
学
工
学
教
室
金
竹
哲
也
。
会
長
講
演
「
歯
肉
療
法
を

中
心
に
そ
の
変
遷
史
」
で
あ
っ
た
が
、
会
長
が
急
逝
さ
れ
た
の
で
遺
稿
を
浅
井
康
宏
教
授
が
代
読
し
た
。

第
五
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
五
二
年
度
学
術
大
会
）
は
、
昭
和
五
二
年
九
月
四
日
に
、
会
長
は
中
原
實
学
長
で
、
日
本
歯
科
大
学

で
行
１
わ
れ
た
。
一
般
演
題
数
二
三
。
会
長
講
演
「
本
会
の
主
旨
に
関
す
る
思
い
出
ぱ
な
し
」
で
あ
っ
た
が
、
会
長
講
演
を
中
止
し
、
「
今
田
先

教
授
中
川
米
造
。
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『
蛇
杖
Ｅ
、
日
本
歯
科
医
史
学
会
か
ら
中
国
の
周
大
成
教
授
が
「
中
国
、
口
腔
医
学
発
展
史
」
、
薬
史
学
会
か
ら
伊
藤
和
洋
博
士
が
「
ア
ュ
ル
ヴ

ェ
ー
ダ
の
薬
物
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
特
別
講
演
を
行
っ
た
。
な
お
、
周
大
成
教
授
は
、
北
京
第
二
口
腔
科
医
院
（
現
首
都
医
科
大
学
）
の
教
授

で
、
学
会
終
了
後
、
日
本
歯
科
医
史
学
会
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
た
。
会
長
講
演
は
「
日
本
歯
科
医
学
発
展
の
回
顧
」
と
題
し
、
日
本
歯
科
医

史
学
会
理
事
長
と
し
て
誠
に
ふ
さ
わ
し
い
講
演
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
般
演
題
数
は
五
六
で
あ
っ
た
。

第
九
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
五
六
年
度
学
術
大
会
）
は
、
昭
和
五
六
年
一
○
月
一
三
日
に
、
会
長
は
多
和
敬
一
教
授
で
、
城
西
歯

科
大
学
（
現
明
海
大
学
）
で
行
わ
れ
た
。
特
別
講
演
は
高
麗
神
社
宮
司
、
高
麗
澄
雄
氏
に
よ
る
「
高
麗
郷
の
由
来
と
そ
の
歴
史
」
、
会
長
講
演
は

「
戦
後
大
学
の
厚
生
補
導
の
歩
み
」
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
般
演
題
数
は
一
四
で
あ
っ
た
。

第
一
○
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
五
七
年
度
学
術
大
会
）
は
、
昭
和
五
七
年
一
○
月
二
三
日
に
、
会
長
は
高
木
圭
二
郎
教
授
で
、
東

京
歯
科
大
学
千
葉
校
舎
で
行
わ
れ
た
。
特
別
講
演
は
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
、
加
藤
諄
先
生
の
一
‐
仏
足
石
に
つ
い
て
」
、
会
長
講
演
は
「
渡
邊

良
齋
先
生
の
人
間
像
」
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
般
演
題
数
は
一
九
で
あ
っ
た
。

第
二
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
五
八
年
度
学
術
大
含
は
、
昭
和
五
一
ハ
年
九
月
一
七
日
に
、
会
長
は
久
田
太
郎
教
授
で
、
神
奈
川

歯
科
大
学
で
行
わ
れ
た
。
特
別
講
演
は
神
奈
川
歯
科
大
学
教
授
の
小
出
義
治
先
生
の
「
安
閑
記
、
武
蔵
動
乱
と
そ
の
考
古
学
的
推
理
」
、
会
長

講
演
は
「
結
核
の
歴
史
」
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
般
演
題
数
は
二
三
で
あ
っ
た
。

な
お
、
第
一
五
回
日
本
歯
科
医
学
会
総
会
（
会
頭
“
白
数
美
輝
雄
日
本
歯
科
医
学
会
会
長
）
と
第
七
一
回
Ｆ
Ｄ
Ｉ
年
次
世
界
歯
学
大
会
（
会
長
￥
山

崎
数
男
日
本
歯
科
医
師
会
会
長
）
は
、
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
二
月
一
四
か
ら
二
○
日
ま
で
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。
本
大
会
は
ア
ジ
ア
地
区

で
最
初
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
年
次
世
界
歯
学
大
会
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
二
月
一
五
日
の
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｉ
で
長
谷
川
正
康
教
授
が
、
日
本
歯
科

医
史
学
会
を
代
表
し
て
「
日
本
に
お
け
る
木
床
義
歯
の
歴
史
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
反
響
を
呼
ん
だ
。
ま
た
、
大
会
開
催
中
の
一
六
日
か
ら

一
八
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
学
術
展
示
と
し
て
「
日
本
の
歯
学
史
展
」
を
本
学
会
が
中
心
と
な
り
併
催
行
事
を
行
っ
た
。
展
示
場
の
周
囲
の

壁
に
日
本
に
お
け
る
医
歯
薬
に
関
す
る
浮
世
絵
を
配
し
た
。
ま
た
、
会
場
中
央
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
は
、
わ
が
国
固
有
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
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木
床
義
歯
を
展
示
し
、
そ
の
製
作
過
程
な
ど
も
説
明
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
お
歯
黒
、
楊
枝
、
古
医
書
も
供
覧
さ
れ
た
。
印
刷
物
と
し
て
は

「
日
本
の
歯
学
史
」
と
し
て
学
術
展
示
物
を
二
○
・
ヘ
ー
ジ
に
ま
と
め
た
『
ロ
両
Ｚ
目
戸
伊
国
勗
弓
○
詞
国
胃
ｚ
〕
シ
勺
シ
ｚ
』
が
配
布
さ
れ
た
。
こ
の

冊
子
は
、
西
欧
の
医
学
史
と
は
異
な
っ
た
日
本
独
特
の
歯
科
医
学
に
関
す
る
歴
史
的
資
料
を
原
色
写
真
入
り
の
五
ヵ
国
語
版
で
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
初
日
は
約
一
六
○
○
名
、
二
日
目
は
約
一
○
○
○
名
、
三
日
目
は
約
八
○
○
名
の
参
観
者
が
あ
り
、
大
変
に
盛
況
で
好
評
を
博
し

た
。
特
に
外
国
か
ら
の
参
加
者
は
、
展
示
内
容
に
興
味
を
い
だ
き
開
場
内
で
多
く
の
質
問
を
寄
せ
て
い
た
。
帰
国
後
も
十
数
名
の
先
生
か
ら
問

い
合
わ
せ
の
手
紙
も
送
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
大
会
が
成
功
裏
に
終
っ
た
こ
と
は
、
日
本
歯
科
医
史
学
会
史
上
貴
重
な
史
実
と
な
っ
た
。

第
一
二
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
五
九
年
度
学
術
大
会
）
は
、
昭
和
五
九
年
一
○
月
二
七
日
に
、
会
長
は
中
原
泉
教
授
で
、
日
本
歯

科
大
学
新
潟
歯
学
部
で
行
わ
れ
た
。
特
別
講
演
は
日
本
歯
科
大
学
教
授
の
須
賀
昭
一
教
授
の
「
歯
の
古
病
理
学
」
、
会
長
講
演
は
弓
鍾
巨
ｏ
冨
己

耆
題
の
謎
」
で
あ
っ
た
。
な
お
、
本
学
会
に
お
け
る
一
般
講
演
二
六
題
中
八
、
一
○
、
一
四
、
二
○
が
欠
演
と
な
っ
た
が
、
最
終
演
者
の
蒲
原

宏
博
士
に
よ
る
「
新
潟
の
外
国
人
医
学
教
師
と
そ
の
業
績
」
が
錦
上
華
を
そ
え
て
き
わ
め
て
有
意
義
で
あ
っ
た
。

第
一
三
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
六
○
年
度
学
術
大
会
）
は
、
昭
和
六
○
年
一
○
月
一
九
日
に
、
会
長
は
谷
津
三
雄
で
、
日
本
大
学

会
館
で
行
わ
れ
た
。
特
別
講
演
に
代
え
て
と
題
し
て
、
｜
昭
和
初
期
の
頃
の
学
校
歯
科
」
と
い
う
一
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
無
声
映
画
を
上
映
し
解

説
し
た
。
会
長
講
演
は
「
歯
学
教
育
に
お
け
る
歯
学
史
の
教
授
内
容
」
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
般
演
題
数
は
二
九
で
あ
っ
た
。

第
一
四
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
六
一
年
度
学
術
大
会
）
は
、
昭
和
六
一
年
一
○
月
一
八
日
に
、
会
長
は
渡
辺
富
士
夫
教
授
で
、
東

北
歯
科
大
学
で
行
わ
れ
た
。
特
別
講
演
は
東
北
歯
科
大
学
の
島
野
達
也
教
授
の
「
斎
藤
茂
吉
と
歯
」
、
会
長
講
演
は
「
大
正
時
代
の
歯
科
開
業

試
験
に
つ
い
て
ｌ
歯
科
開
業
試
験
答
案
集
よ
り
ｌ
‐
｜
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
般
演
題
数
は
三
一
で
あ
っ
た
。

な
お
、
第
一
六
回
日
本
歯
科
医
学
会
総
会
（
会
頭
》
佐
藤
三
樹
雄
日
本
大
学
歯
学
部
長
）
は
、
「
新
し
い
世
紀
の
歯
科
医
療
を
求
め
て
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と
定
め
、
昭
和
六
二
年
一
○
月
三
日
（
土
）
、
四
日
（
日
）
五
日
（
月
）
、
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
ホ
テ
ル
’
一
ユ
ー
オ
ー
タ
ニ
を
学
会

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
日
本
歯
科
医
史
学
会
か
ら
は
総
会
講
演
に
日
本
歯
科
大
学
の
中
原
泉
教
授
に
よ
る
「
歯
科
口
腔
外
科
の
軌
跡
ｌ
そ
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の
歴
史
的
考
察
ｌ
」
、
テ
ー
ゞ
フ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
日
本
歯
科
大
学
の
丹
羽
源
男
教
授
の
「
楊
枝
の
今
昔
史
」
、
日
本
大
学
歯
学
部
の
大
橋
正
敬
教

授
の
「
明
治
時
代
の
歯
科
器
材
」
、
東
京
歯
科
大
学
の
長
谷
川
正
康
教
授
の
「
歯
磨
き
の
歴
史
」
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
新
藤
恵
久

理
事
の
「
木
床
義
歯
の
製
作
法
」
が
発
表
さ
れ
た
。

第
一
五
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
六
二
年
度
学
術
大
会
）
は
、
東
京
歯
科
大
学
の
金
竹
哲
也
教
授
を
会
長
と
し
、
日
本
大
学
会
館

で
、
第
一
六
回
日
本
歯
科
医
学
会
総
会
の
前
日
の
一
○
月
二
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
。
特
別
講
演
は
高
添
一
郎
教
授
に
よ
る
一
‐
私
の
歯
学
史

考
ｌ
歯
学
の
未
来
を
考
え
る
」
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
般
演
題
数
は
四
七
で
あ
っ
た
。

第
一
六
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
六
二
一
年
度
学
術
大
会
）
は
、
昭
和
六
三
年
一
○
月
一
三
日
に
、
会
長
は
滝
口
久
教
授
（
日
大
松
戸
歯

学
部
）
で
、
日
本
大
学
会
館
で
行
わ
れ
た
。
特
別
講
演
は
谷
津
三
雄
に
よ
る
「
歯
学
史
集
談
会
の
で
き
る
ま
で
」
、
会
長
講
演
は
「
日
本
大
学
の

学
祖
山
田
顕
義
先
生
と
医
学
」
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
般
演
題
数
は
四
○
で
あ
っ
た
。

第
一
七
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
平
成
元
年
度
学
術
大
会
）
は
、
平
成
元
年
一
○
月
二
一
日
Ｅ
会
長
は
日
本
歯
科
大
学
長
中
原
爽
先
生

で
、
日
本
歯
科
大
学
歯
学
部
附
属
病
院
で
行
わ
れ
た
。
特
別
講
演
は
中
原
泉
教
授
に
よ
る
「
医
の
博
物
館
‘
オ
ー
。
フ
ン
」
で
あ
っ
七
・
な
お
、
本

学
会
で
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
一
般
演
題
数
は
六
一
で
あ
っ
た
。

第
一
八
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
平
成
二
年
度
学
術
大
会
）
は
、
平
成
二
年
九
月
二
九
日
に
、
会
長
は
愛
知
学
院
大
学
名
誉
教
授
榊
原
悠

紀
田
郎
先
生
で
、
日
本
大
学
会
館
で
行
わ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
「
歯
科
医
学
概
論
の
ル
ー
ツ
を
探
る
」
（
司
会
》
会
長
榊
原
悠
紀
田
郎
）

が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
一
般
演
題
数
は
四
○
で
あ
っ
た
。

第
一
九
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
（
平
成
三
年
度
学
術
大
会
）
は
、
平
成
三
年
九
月
七
日
に
、
会
長
は
大
阪
歯
科
大
学
名
誉
教
授
筒
井
正
弘

先
生
で
、
大
阪
歯
科
大
学
で
行
わ
れ
肩
特
別
講
演
は
野
田
寛
教
授
に
よ
る
「
明
治
以
降
に
お
け
る
歯
科
医
事
法
の
変
遷
」
、
ま
、
た
、
会
長
講

演
は
「
木
床
義
歯
に
つ
い
て
」
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
般
演
題
数
は
四
三
で
あ
っ
た
。

な
お
、
第
一
七
回
日
本
歯
科
医
学
会
総
会
（
会
頭
《
森
政
和
大
阪
歯
科
大
学
）
は
、
「
科
学
と
心
の
歯
科
医
療
を
求
め
て
ｌ
発
展
と
調
和
ｌ
」
を

（11）207



メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
定
め
、
平
成
三
年
一
○
月
二
六
日
（
土
）
、
二
七
日
（
日
）
、
二
八
日
（
月
）
の
三
日
間
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
を
学
会
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。
日
本
歯
科
医
史
学
会
か
ら
は
、
総
会
講
演
と
し
て
谷
津
三
雄
が
「
史
料
に
も
と
づ
く
わ
が
国
の
歯
科
医
学
史
」
、
テ
ー
ブ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
杉
本
茂
春
（
日
本
歯
科
医
史
学
会
名
誉
会
員
）
の
「
人
類
と
と
も
に
歩
む
抜
歯
鉗
子
」
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
山
賀

禮
一
（
阪
大
名
誉
教
授
）
の
「
お
歯
黒
」
、
石
橋
肇
ら
（
日
大
松
戸
歯
学
部
）
の
「
歯
承
が
き
の
う
。
ヘ
ル
考
」
、
中
原
泉
ら
（
日
本
歯
科
大
学
）
の
「
歯

刷
子
ロ
ー
ド
を
辿
る
」
、
長
谷
川
正
康
（
東
京
歯
科
大
学
）
の
「
歯
科
用
治
療
器
械
の
変
遷
《
特
に
切
削
器
械
に
つ
い
て
」
お
よ
び
新
藤
惠
久

（
日
本
歯
科
大
学
）
の
「
木
床
義
歯
の
起
源
と
完
成
に
つ
い
て
」
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
。

な
お
、
第
一
回
歯
学
史
集
談
会
（
昭
和
四
二
年
一
月
二
八
日
）
か
ら
、
日
本
医
史
学
会
総
会
、
日
本
歯
科
医
史
学
会
総
会
の
開
催
月
お
よ
び
八

月
を
除
き
毎
月
例
会
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
三
年
一
二
月
で
二
一
五
回
を
数
え
て
い
る
。

（
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
）
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